
データから見た業界の動き（平成20年12月分）
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山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告（平成20年12月分）

　本県の12月の景況は、全業種のDI値で、売上上高
は－62（前年同月比－34）、収益状況は－60（前0（0（
年同月比－22）、景況感は－70（前年同月比－330）0）
と依然としてDI値の推移は前月と同じく下げげ
止まったままで、大きな変化はなく、全く先行行
きの見えない中小企業の厳しい状況が読み
とれる。
　業種別では、製造業の売上高のDI値は－
50（前年同月比－20）、収益状況は－60（前
年同月比－15）、景況感は－70（前年同月比－144）4）
であった。
　非製造業のDI値においては、売上高は－70（前年同月比－43）、収益状
況は－60（前年同月比－27）、景況感は－70（前年同月比－30）となった。
　対前年同月比では、業種全体で景況感が－30ポイント悪化。それぞれ
の項目でも、製造業、非製造業ともにDI値は大幅に悪化している。
　経営環境がさらに厳しさを増す極めて深刻な状況下で、打つ手のない
経済対策に対して悲観的な見方がより一層強まってきている状況が、景
況動向に関するコメントから伺える。

組合事務所

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
年
の
締
め
く
く
り
と
な
る
12
月

の
調
査
で
は
、2
0
0
8
年
を
振
り

返
り
、「
貴
業
界
へ
影
響
を
及
ぼ
し

た
1
番
の
出
来
事
」と「
そ
の
影
響
」

に
つ
い
て
各
業
界
の
報
告
を
求
め

た
と
こ
ろ
、
コ
メ
ン
ト
に
は
「
原
油

価
格
高
騰
」「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
」

「
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
」「
食
品
偽
装
」
と

言
っ
た
共
通
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が

集
中
し
た
。

　
2
0
0
8
年
の
前
半
は
、原
油
価

格
の
高
騰
に
よ
る
資
材
・
原
材
料
費

の
値
上
げ
に
よ
っ
て
、ほ
と
ん
ど
の

業
界
で
収
益
の
悪
化
を
招
い
た
。後

半
は
、サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
に
端

を
発
す
る
要
因
と
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
に
よ
る
株
安
、金
融
破
綻
な
ど

が
、世
界
規
模
で
の
金
融
不
安
と
経

済
不
況
の
要
因
に
な
り「
原
油
価
格

高
騰
」と「
ア
メ
リ
カ
経
済
」の
影
響

に
振
り
回
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
以
下
、業
界
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
の

一
部
を
紹
介
す
る
。

▼
食
料
品
／
原
油
高
騰
に
伴
う
包

装
資
材
、
原
材
料
が
高
騰
、
収
益

を
圧
迫
。食
品
偽
装
で
消
費
者
の

食
に
対
す
る
不
信
が
増
幅
、問
題

の
無
い
物
に
ま
で
も
ク
レ
ー
ム

が
あ
り
、対
応
に
苦
慮
。

▼
繊
維
・
同
製
品（
織
物
）／
経
済
不

況
に
よ
り
イ
ン
テ
リ
ア
関
係
の

急
激
な
悪
化
。
中
・
高
級
品
の
売

れ
行
き
の
悪
化
。

▼
紙
・
紙
加
工
品
／
原
燃
料
資
材
費

が
高
騰
し
た
が
販
売
価
格
に
一

部
し
か
転
嫁
で
き
ず
収
益
を
圧

迫
。

▼
窯
業
・
土
石
業（
砂
利
）／
民
事
再

生
法
の
適
用
や
関
連
業
界
で
自

己
破
産
す
る
企
業
が
多
発
、多
く

の
業
者
に
打
撃
。

▼
鉄
鋼
・
金
属
／
金
融
不
況
に
よ
り
、

9
月
以
降
の
急
激
な
受
注
量
の

減
少
。
円
高
、
株
安
に
よ
り
仕
事

量
の
激
減
。

▼
一
般
機
器
／
世
界
不
況
の
影
響

で
仕
事
量
が
減
少
、資
金
繰
り
の

悪
化
。

▼
そ
の
他（
貴
金
属
）
／
夏
ま
で
は

地
金
材
料
の
高
騰
が
続
き
、秋
か

ら
の
急
落
の
後
、今
度
は
世
界
的

不
況
に
よ
り
、資
産
が
目
減
り
。

▼
卸
売（
衣
料
品
）
／
原
油
価
格
上

昇
で
収
益
が
低
下
し
た
と
こ
ろ

に
株
安
で
売
り
上
げ
減
少
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）
／
お
せ

ち
関
係
は
大
手
ス
ー
パ
ー
向
け

が
減
少
。ギ
フ
ト
関
係
は
ゆ
う
パ

ッ
ク
が
健
闘
し
た
も
の
の
、百
貨

店
向
け
、ス
ー
パ
ー
向
け
が
不
振
。

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）
／
急
激

な
円
高
で
台
湾
向
け
輸
出
が
半

減
。た
だ
し
国
内
向
け
O
E
M
製

品
は
堅
調
。

●
食
料
品（
ワ
イ
ン
）
／
甲
州
ワ
イ

ン
の
認
知
度
は
ヌ
ー
ボ
ー
フ
ェ

ア
、試
飲
会
な
ど
を
通
じ
て
確
実

に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。一
方
メ
ー

カ
ー
間
の
格
差
が
拡
大
し
て
い

る
。

●
繊
維
・
同
製
品（
織
物
）／
デ
パ
ー

ト
な
ど
の
婦
人
服
の
売
上
げ
の

落
ち
込
み
が
大
き
く
、先
月
ま
で

は
あ
る
程
度
売
れ
て
い
た
マ
フ

ラ
ー
、ス
カ
ー
フ
も
12
月
に
入
る

と
急
激
に
悪
化
。今
後
は
今
ま
で

以
上
に
受
注
数
量
が
細
か
く
な

り
、品
質
に
対
す
る
要
望
が
厳
し

く
な
る
。

●
紙
・
紙
加
工
品
／
重
油
価
格
が
対

前
月
大
幅
下
落
。主
原
料
の
パ
ル

プ
も
値
下
が
り
。来
月
も
値
下
が

り
の
状
況
。3
〜
4
月
頃
緩
や
か

な
反
騰
見
込
み
。1
月
以
降
生
産

販
売
も
減
少
見
込
み
。（
季
節
的

要
因
と
需
要
減
退
に
よ
る
）

●
窯
業
・
土
石
業（
砂
利
）／
例
年
発

注
さ
れ
る
河
川
護
岸
工
事
が
本

年
は
発
注
規
模
が
小
さ
く
、12
月

に
は
骨
材
を
使
用
す
る
ま
で
に

は
至
ら
ず
。今
後
は
中
部
横
断
自

動
車
道
、リ
ニ
ア
実
験
線
延
長
工

事
に
よ
り
徐
々
に
景
況
も
回
復

し
て
く
る
と
期
待
。

●
窯
業
・
土
石
業（
生
コ
ン
）／
設
備

の
老
朽
化
、ま
た
公
共
事
業
の
減

少
な
ど
か
ら
値
上
げ
を
し
た
い
。

●
鉄
鋼
・
金
属
／
パ
ー
ト
な
ど
の
人

員
削
減
を
開
始
す
る
予
定
。

●
一
般
機
器
／
仕
事
が
な
い
た
め
、

従
業
員
の
出
勤
を
週
休
3
日
と

し
た
企
業
も
あ
る
。

■
非
製
造
業

●
小
売（
S
C
）／
12
月
前
半
は
、全

体
的
に
厳
し
い
出
足
だ
っ
た
が
、

ク
リ
ス
マ
ス
・
年
末
の
売
上
で
持

ち
直
し
た
。全
体
的
に
客
数
は
大

幅
に
増
加
し
て
い
る
が
、客
単
価

の
減
少
が
非
常
に
厳
し
く
見
受

け
ら
れ
る
。

●
小
売（
石
油
）
／
指
標
原
油
の
ド

バ
イ
産
が
1
バ
レ
ル
40
ド
ル
台

に
下
落
し
た
た
め
、3
年
9
ヶ
月

ぶ
り
に
1
2
0
円（
1
㍑
当
た
り
）

と
な
っ
た
。21
年
1
月
か
ら
は
若

干
の
値
上
が
り
を
予
想
。

●
商
店
街
／
核
と
な
っ
て
い
た
大

型
ス
ー
パ
ー
の
閉
店
に
て
客
足

の
減
少
が
確
実
で
あ
り
、抜
本
的

な
対
策
が
急
務
。

●
宿
泊
業
／
年
末
家
で
過
ご
す
な

ど
の
報
道
の
影
響
で
間
際
に
な

っ
て
の
キ
ャ
ン
セ
ル
も
あ
り
。忘

年
会
の
シ
ー
ズ
ン
に
も
か
か
わ

ら
ず
、行
事
の
見
合
わ
せ
が
多
く

見
受
け
ら
れ
た
。

●
廃
棄
物
処
理
／
世
界
不
況
に
よ

り
特
に
中
国
市
場
で
の
需
要
が

激
減
。
加
え
て
円
高
。
景
気
の
回

復
が
な
い
限
り
排
出
量
は
増
加

し
な
い
。

●
建
設
業（
総
合
）
／
第
４
四
半
期

に
入
る
が
、こ
の
時
期
手
持
ち
工

事
の
な
い
業
者
も
増
え
て
い
る
。

そ
れ
と
同
時
に
倒
産
件
数
も
更

に
増
え
そ
う
な
気
配
が
あ
る
。

●
建
設
業（
型
枠
）
／
昨
年
来
の
大

不
況
に
よ
り
マ
ン
シ
ョ
ン
を
中

心
と
し
た
民
間
工
事
の
中
止
が

相
次
ぎ
、工
事
量
が
激
減
し
た
た

め
、ほ
と
ん
ど
の
会
社
が
経
営
難

に
陥
っ
て
い
る
。

●
建
設
業（
鉄
構
）
／
建
築
物
件
に

占
め
る
鉄
骨
物
件
の
減
少
・
中
止

な
ど
に
よ
り
工
場
稼
働
率
が
低

下
し
て
い
る
。

●
運
輸（
バ
ス
）
／
一
段
と
仕
事
量

が
減
少
。例
年
仕
事
量
が
少
な
い

1
月
だ
が
例
年
よ
り
厳
し
く
な

り
、大
手
を
は
じ
め
車
両
売
却
な

ど
の
動
き
が
出
る
と
予
測
。
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現
在
の
日
本
経
済
に
つ
い
て
？

　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
の「
景
気
悪
化
」報
道
の
た
め
か「
攻
め
」で
は

な
く「
守
り
」を
重
視
す
る
経
営
者
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
景
気
が
悪
い
の
は
事
実
で
し
ょ
う
が
「
守
り
」

の
経
営
に
終
止
し
て
し
ま
う
と
経
営
戦
略
の
選
択
肢
が
狭
く
な
る

気
が
し
ま
す
。

　
あ
く
ま
で
個
人
的
な
考
え
で
す
が
、私
自
身
は
こ
の
状
況
を「
チ

ャ
ン
ス
」
と
捉
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
現
状
を
「
チ
ャ
ン
ス
」
と
捉

え
る
と
様
々
な
経
営
戦
略
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。
そ

の
経
営
戦
略
こ
そ
、
こ
の
現
状
を
打
開
す
る
一
手
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。「
苦
境
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
」と
捉
え
る
こ
と
が
、今
の

企
業
に
は
大
事
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

業
界
及
び
企
業
経
営
に
つ
い
て
？

　
私
は
企
業
経
営
に
お
い
て
、「
利
益
追
求
」
だ
け
で
は
な
く
、「
つ

な
が
り
・
信
頼
」を
重
視
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、県
内
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
は
、県
外
企
業
の
参
入
に

よ
り
「
価
格
競
争
」
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
極
端
な
低
価

格
に
よ
る
受
注
を
行
っ
て
い
る
企
業
が
増
え
て
お
り
、
仕
事
が
あ

る
の
に
儲
け
が
で
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状

況
を
打
開
す
る
た
め
に
は「
価
格
」以
外
の
部
分
で
勝
負
す
る
事
が

必
要
で
す
。そ
れ
が「
つ
な
が
り
・
信
頼
」で
す
。

　
企
業
は
営
利
団
体
な
の
で
利
益
追
求
が
最
大
の
目
的
で
す
が
、

地
域
貢
献
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
地
元
と
の「
つ
な
が
り
」が
生

ま
れ
て
き
ま
す
。「
つ
な
が
り
」
は
、
や
が
て
「
信
頼
」
に
変
わ
り
、
そ

れ
が
仕
事
の
受
注
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、「
付
加
価
値
の
創
造
」も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。10
万
円

で
受
け
た
仕
事
に
対
し
、12
万
円
分
の
価
値
を
感
じ
て
頂
け
れ
ば
、

そ
れ
は「
付
加
価
値
」で
す
。１
つ
の
仕
事
に
ど
れ
だ
け
の「
付
加
価

値
」
を
与
え
ら
れ
る
か
、
そ

れ
が「
信
頼
」と
な
り「
つ
な

が
り
」と
な
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。

　「
つ
な
が
り
・
信
頼
」を
築

く
た
め
に
は
長
い
時
間
を

要
す
る
た
め
、す
ぐ
に
結
果

が
で
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。た
だ
、一
度
築
い
た「
つ

な
が
り
・
信
頼
」
は
何
よ
り

も
強
固
で
あ
り
、企
業
に
と

っ
て
強
い
武
器
と
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。


